
船舶事故調査報告書 

令和８年７月１日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和７年１０月２７日 １２時３０分頃 

発生場所 岐阜県大井ダム湖東岸 

大井ダム四等三角点から真方位１００°８６０ｍ付近 

（概位 北緯３５°２８.８′ 東経１３７°２４.３′） 

事故の概要 遊覧船はくちょう５は、着桟時、無人の状態で係留中の遊覧船はく

ちょう２に衝突した。 

事故調査の経過 令和７年１１月５日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 遊覧船 はくちょう５、１３トン 

２４３－２２４９５岐阜、東鉄商事株式会社（Ａ社） 

Ｂ 遊覧船 はくちょう２、１３トン 

２７１－２１７４３岐阜、Ａ社 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、二級小型・特定（平水限定） 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 左舷船尾部外板に擦過傷 

Ｂ 右舷船首部外板に擦過傷 

 気象・水象 気象：天気 晴れ、風向 西北西、風力 ３、視界 良好 

水象：湖上 平穏 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、乗客１６人を乗せ、木曽川上流

の遊覧を終え、大井ダム湖東岸から西北西方に延びる桟橋（以下「本

件桟橋」という。）北側の前面水域で右旋回した後、本件桟橋北側の

２番乗り場に左舷着けで着桟しようとしていた。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土地理院 Web サイトの地理院地図を加工して作成 

図１ 事故発生経過概略図 
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本件桟橋は、北側にＡ社の遊覧船が離着桟する乗り場が４か所あ

り、西北西側から東南東側にかけて１番から順に番号が付されてい

て、Ａ船が着桟する予定の前方１番乗り場に別の僚船が、後方の３番

乗り場にＢ船が着桟していた。 

船長Ａは、２番乗り場に設けられた吹き流しを見て、風力３程度の

風が吹いていることを知ったが、風の影響を考慮して両舷主機の回転

数を調整しながら着桟操船したことがなかったので、これまでどおり

の操船方法で、左舷主機を前進としたまま回転数を上げず、右舷主機

のクラッチを中立として、右回頭を行った。 

Ａ船は、本件桟橋にゆっくり接近していたところ、風速４～５m/s

の西寄りの風の影響を受けて前進行きあしが無くなってきて、左舷方

へ圧流され始めた。船長Ａは、Ｂ船に接近していると思い、右舷主機

を前進とし、右舵を取って両舷主機の回転数を上げたところ、Ａ船の

左舷船尾部がＢ船の右舷船首部に衝突した。 

船長Ａは、Ａ船を２番乗り場に着桟させた後、乗客に負傷者がいな

いこと及び両船の損傷状態を確認し、Ａ社担当者に報告した。 

Ａ社担当者は、中部運輸局に本事故の発生を報告し、警察署に通報

した。 

船長Ａは、３か月間で約１００時間以上の船長見習い操船を経験し

た後、操船技量等の見極めを経て見習期間を終了していた。その後、

船長として約２週間操船に当たっていたが、着桟操船にはまだ慣れて

いなかった。なお、これまで風力２を超えるような強風時に着桟操船

したことはなかった。 

Ｂ船が本件桟橋の３番乗り場に無人の状態で出船左舷着けで係留

中、Ｂ船にＡ船が衝突した。 

分析 (1) 本事故時は、事故発生場所付近では風力３の西北西風が吹いて

いたが、船長Ａは、風によるＡ船の圧流を考慮しないまま、減速

しながらＡ船をＢ船の近くで右転させ、着桟させようとしたこと

から、Ａ船は、風によってＢ船の方に圧流され、Ｂ船との衝突を

回避できない状況に陥ったものと考えられる。 

(2) 船長Ａは、船長になってから約２週間しか経っておらず、操船

技術が未熟であったことから、風によるＡ船の圧流を考慮し、風

の強さに応じた適切な着桟操船ができなかったものと考えられ

る。 

(3) (1)及び(2)から、Ａ船はＢ船に衝突したものと考えられる。 

(4) Ｂ船が無人の状態で３番乗り場に係留中、Ｂ船にＡ船が衝突し

たものと考えられる。 

原因 本事故は、Ａ船が着桟時、無人のＢ船が係留中、船長になって約２

週間の船長Ａが、風による圧流を考慮しないまま、Ａ船をＢ船の近く

で減速しながら右転させ着桟させようとしたため、圧流するＡ船を制



御できず、Ａ船がＢ船に衝突したものと考えられる。 

再発防止策  Ａ社は、本事故後、船長Ａに対して風の強さによって操船方法を変

更することや着桟をやり直す方法の再教育を行った上で、風が強い場

合の着桟操船訓練を実施した。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、風の影響を受けながら着桟操船する場合、風向及び風速

を考慮して、着桟中の船舶から十分な距離を取りながら徐々に接

近するなどし、風の影響で本船が同船舶方向への圧流を止められ

ないときは、着桟をやり直すこと。 

・遊覧船の運航会社は、風の強い時などの操船方法や着桟のやり直

しの判断等を船長間で共有して、経験の浅い船長の技量向上に努

めること。 

 


